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拡大も判断が難しく、ＴＰＰも先の予測がつかない」と

心配する。

　鹿追町で畑作を営む西上経営組合の上原明彦代表も取

扱高を「農家一戸一戸の努力が実った」としつつ、ＴＰ

Ｐに対しては「国が決めたものはどうしようもない。足

腰の強い経営体をつくり、（何がきても）対応できる体

制にするのが大切」と受け止める。

　清水町の養豚農家青木賢一さんは、取扱高増を「消費

者が十勝・道内産に信頼を持っている」と受け止める。

ＴＰＰ対策では肉牛や豚の赤字補填（ほてん）の９割拡

大が盛り込まれたが、「残り１割で経営が難しくなる農

場も必ずある」と厳しい将来を予測する。

　輸入は増え、価格では太刀打ちできないとし、「十勝

産は安心・安全でしかもおいしい。それ（ＴＰＰ）まで

に食べてファンになってもらい、選んでもらえる豚肉を

作っていかねば」と戦略を描いている。
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